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クレソン栽培と

ロング化成の施用効果について

1. はじめに

グレソンとしづ名称は調革関係者の間ではサラダ用疏

菜の総称として使われる場合が多し、。これはフランス諾

の Cressonである。現在， 国内で栽培されているクレ

ソンは和名オランダガラシ(英名 W t~ ter-Cress)を呼ん

で、し、る。

これはヨーロッパ原産で，明治 3'"'-'4年頃に日本に入

ったアブラナ科多年生草本で，現在は日本全土に帰化植

物として野性状態になって生育している。

利用法としては魚，肉等の料理の付け合せ，ゆで菜，

みそれ・等に使われ，特有の香と辛味が好まれている。

生育は清澄な流れで水量が多く，夏冷涼，冬温暖な所

が適地とされている。水温は12'"'-'15
0

Cを好み，水温及び

気温が上昇すると病気等が発生し，また，温度が低下す

ると生育が遅れ，霜が降りるような気候になると，葉色

が紫色を滞び，商品価値が低下する。

2. 山梨県内での栽培

山梨県内のグレソンの栽培は富士山麓の豊富な湧水が

利用できる地域が中心となっている。しかし甲府盆地

内でも水耕栽培によって，面積は少ないが生産されてい

る。

富士山北麓は南都留郡及び富士吉田市に属し，この内

クレソンが栽培されているのは，富士吉田市，忍野村，

及び道志村である。栽培面積は道志村 Sha，富士吉田市

3ha，忍野村 4ha，他 1ha，合計 16haで、ある。

気象の状況は標高が高いことから夏期に冷涼であり，

8月の平均気温は20'"'-'22
0Cである。しかし，冬期の気象

は平均気温が-2'"'-'十 1oCで，また霜も平年10月下旬~

5月土旬である。このため冬期間の収穫はほとんどでき

ず，収穫期間は4月中旬から11月下旬である。冬期は水

田に水を充分に入れ，水によって保温し，根や茎を保護
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してし、る。農家に;収穫期間を長くするため，寒冷紗によ

る霜除け，ハウス栽培等を試ている。

販売はスーパーストアー等の量販庖との契約によって

行われている。

収穫は年間 6回位で，鎌により水面より 2'"'-'3節高い

所(5 -----10crn)で刈り取る。出荷は20-----24crnで‘ l束重量

50----200 g ~こ人手で束にし， 出荷している。労力不足か

ら在宅の主婦等の労力を利用するため，収穫したもの

を家庭に配達し，束にしたものを集荷し，出荷するよう

な場合も見られる。

3. 調査地域の状況

最も栽培面積の多い道志村で栽培管理を昭和59年に南

都留農業改良普及所で調査した結果，肥培管理で最も農

家聞の差が大きかった。最も施肥料の少ないのは収穫 7

-----10日前の尿素の菜面散布だけであり，最も多かったの

は，チッ素の施用量が350kg/10a ~.こも達していた。

当村は山梨県の東端に位置し，神奈川県に接してい

る。当村の大部分は横浜市の水源林となっており，村の

中央を流れる道志川は国道 413号に添って流れ，横浜市

の水源となっている。村では「緑と清流のふるさと」

「横浜市民水源の村」をキャッチフレーズに村の活性化
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を計っている。このため 3501怒//10aの施肥量は水質汚

染になるのではなし、かと考えられていた。

また，農家からの声も施肥労力が多いこと，水田中で

の版肥の允、め労働の質が非常にきついこと，肥料費が多

いことなどがあった。農家の声として出てはいなかった

が，普通畑と異なり，水田中の追肥であり，まずこ，多量

の流水に施肥するため，どの程度の施}j巴が適当なのかわ

からない不安があったと思われる。

4. 肥培管理の概要

昭和56年当村に導入されたが，統 4 された管理基準が

なく，特に施肥については栽培者19名が試行錯誤しなが

ら自己流の施肥を行なっているのが現状である。

全般に施肥量は多く，平均的な農家の施肥の 1例を示

すと第 1表のようである。施肥量は化成が990kg/10a尿

素が150l¥g/10a生石.灰100kg/10aである。成分ではチ

ッ素234kg(化成165kg，尿素69kg)， リン酸147kg，カリ

147kgで、ある。

平均的な施肥でも，刈り取り直後に，化成及び尿素で

140，，-， 150kg，刈り取り 10日前に，化成60kgを施用してい

る。水田中で， しかも.一面にクレソンの生えた所に均

一に施肥する労力は大きな負担であり，農家から技術の

改善を望まれていた。

このような状況から，普及所が中心となり，適正な施

肥量，及びp 施肥法の検討を，昭和60年から始め， 62年

に終了したが， 63年も農家の個々の水田にて調査を行っ

ている。

第 1表慣行施肥法及び施肥量 (10a /kg) 
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5. 施肥量の検討

(1) 流水田の養分濃度

施肥前の水田の水口の流水を採取し，これについて，

全チッ素の濃度を測定した。
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第2表施肥前水中チヴ蒙量

取水場所|水口①|排水口・②③

か素日/sI 1. 8崎 I 1.5時

※第 1図参照

(2) 施肥後の養分流失量

慣行施肥(施肥は第 1表工示す方法〉水田でう施肥直

後からの流水中の養分流失程度を水中全チッ素の測定に

よって判定した。

この水の採取位置は第 1図に示めした。

第 1図調査水の採取位置
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流肥:当日が雨天だったため，午前110奇に小雨の中で化

成肥料を施用した。雨が止み，葉が乾いた後，午後 2時

に尿素を施用した。葉聞が濡れている場合には，葉面で、

尿素が溶けて，葉に濃度障害が生じるため，乾し、た状態

で施用した。

流水中の養分濃度は，水中のチッ素濃度を測定し，第

3表及び第 2図に示めした。

排水口のチッ素濃度は施肥前には1.5!l1g/ sで、あったが，

化成肥料の施用直後には150:ng/1s以上 3時間経過後に

は水口に近い排水口②では 1/20の6.7mg/s，速い排水口

③では1/5以下の 28mg/Oと急激に減少している。この採

水の直後に尿素の施用を行ない，その直後の測定では，

チッ素含量は排水口②で12倍，排水口③で 3倍であった。

その後の排水口での水中チッ素含量は急激に減少し，

水口に近い②では 27時間後に水口と同じ位の濃度にな

り，また，水口から遠い③でも42時間後に 3mg/sで、尿素

施用直後の1/30となった。

施用後 3時間の化成肥料と尿素の排水口のチッ素首量

を見ると，化成では 1/5""1/12に尿素では1/2""1/9とな

り，尿素の施用の場合の方が減少割合が少ない。このこ

とから尿素の方が肥効が長いことが明らかである。しか
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6. 施肥法の改善

肥料の流失をできるだけ少なくし，施肥の効果をでき

るだけ長くするため，肥料を選択する必要があった。

検討の結果，jj巴効が水及び微生物に影響されない緩効

性の肥料が適当であるとの結論になり，被覆リン硝安加

里(ロング化成〉を使うことに決定した。また，水温が

130C~150C と低いため，成分の溶出速度も 25
0

C時の 2 倍

位あると考え， 100日夕イプを使うことに決めた。

その結果第 4表のような施肥設計を作った。被覆リン

砧安加盟は低温で溶出が遅れるので，生育の初期の肥効

を出すため， りン加安を加え，チッ素量で年間25kgとし

た。

新しい施肥設計による効果は次のようであった。

クレソンの収量の比較は第 5表に示

めすように， 1 [G'Iの刈り取り量は慣行

区との差が 1a当り 39kgあり， 130% 

の増収であった。

4月施肥以降，改善区は追肥をせず

に慣行区と同時に刈り取りを行なっ

た。この間の収量については調査を行

なわなかったが，施肥後 6ヶ月の調査

で 130%の差があったことは，この前

の 51Eilの収穫でも同様の差があったも

のと思われる。

また，施肥労力については第 6

表に示めすように，施肥量，所要

時間とも 1/4になり，約12日寺聞の

減少となった。
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第3表
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道志村基準施肥設計

肥 料 名 施肥量
施肥成分蹟

備 査岳J 

N P K ~ 

粒状苦土石灰 kg 
一全問後耕転 1 

(タイニー)
100 10.0 2年回では春の芽ぷき時iζ全面施用

MMB燐加安929 30 3， 6 4， 8 3. 6 1.5 一一|2年国では春の芽ぶき時全面施問

ロング1化4-成l 新田では苗まき時表面全面施用
2-14 150 21. 0 18.0 21. 0 

100日夕イフ。 2年田では春の芽ぶき時全面施m

タ イ 一 30 3.0 第 2回収機後散布

5十 24，6 22.8 24. 6 14，5 

J..... 

第4表

注①新規の田の場合は，石灰窒素2袋(40kg)を年内に散布し耕起しておく。

②新規田では，完熟有機質の施用。

③生育過程で葉色をみながらMMB燐加安30kgを追肥するO

し，尿素でも施用後30~50時間で施

用前と同じ濃度になっている。この

ため施肥成分が作物に吸収されてい

る時聞はせいぜ、い 2日間位しかない

ものと思われる。年間 6~7 同の刈

り取りを行っているが， 1回の刈り

取りにつき収穫直後と収穫前10月に

施肥を行っており，これから計算す

ると，肥料の効果があると考えられ

る時間は， 1回の刈り取り期間中に

4日しかなく，年間 6回の刈り取り

で24日しかない。また，排水口のチ

ッ素含量から見ると大部分が流失し

ていることになり，畑の施肥に比

べ，効率の悪いものであった。
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写真 1第 5表施肥改善による収量(10月30日〉

区名 |

展示区 |
慣行区 |

収量(坪当り〉 1アール当 り

5.4kg 
4. lkg 

162kg 
123kg 

第 6表施肥労力の比較

慣 行 区 改 茎ロ 区

施肥 施肥量 所要時間 施肥 施肥量 所要時間

苦土石灰 100kg 60分 苦土石灰 100kg 60分

第化1固成 115kg 60分 化(M成MB) 30kg 30分

第化2固成 90分
化(ロ成ング) 150kg 1207t 

115kg 

尿素 30kg 30分
苦土石灰 30kg 30分

化成 60kg 45分 310kg 411;1:問
2時間45分

第6囲 2時間45分
x5回

=13時間45分

n 1，240kg 15時間45分

と 科 昭和G3年11月1日
~ 
ィー

7. おわりに

63年から， 3年間の展示及ひ.調査の結果をもとに， 19 

戸の栽培農家が全員，それぞれの経常の一部に新しし、施

肥法を取り入れている。農家での成果J主，まだ出ていな 慣行区は正常な葉数が少なく規格に合った東を作る

いが， 3年間の調査の結果から，実施面積ば増加するも のに試験区より多くの本数を必要とするO

のと思われる。

横浜市の水源とな っている当村では，村のキャッチフ

レーズである清流のイメージを壊すことがなくな った。

また，水田利用再編，水間農業確立等の事業の推進に当 写真 2

っても，流水の量が確保できれ

ば，水田を畑転換することなく，

比較的，経営の有利なグレソンに

転換することができるため，クレ

ソン栽培農家へ，畦畔ブロック等

の資材の援助を行っている。

農家は，肥料費や労力が節減で

き，また，収量の増加が期待でき

るため，栽培面積が増加する条件

は揃った。しかし，急流の川に添

った耕地面積の狭い地域であるた

め，全国の傾向と同様に農業従事

者の老令化が進んでいる。このた

め急激な面積の増加は望めない

が，清流で栽培された野菜とし

て，消費量が増加するにつれ，当

村での生産量は増加するものと思

われる。 慣行区は枯葉や枯死したすき聞があり収量が少なし、n
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硝酸系肥料の

特 徴 と 有利性

チッソ旭肥料(株)

技術部

1. NOn-Nは土壌を酸性化させず， 濃度障害も出に

くい。

①土壌溶液の pHの低下は，塩化物>硫酸塩>硝酸塩

肥料の順で， ECも同様となった。 土壌溶液への NH4

の溶出率も NH4C.e>(NH4)2S04>NH4NOaの順で

ある。カチオンの溶出力は C.e>S04>NOaである。

②NOa-N肥料はNH4-N肥料よりも ECが高まっ

ても， トマト，ナス， ピーマンの収量は高く，濃度障害

も出にくい。

③濃度障害は硝安が最も現れにくく，ついで硫安，尿

素，塩安の順であった。(第 1図)

第 1図 窒素肥料の種類，量と濃度障害の現われかた
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2. NOa-Nは土壌の反応・湿潤，作物の種苗期・完

熟期，気象の高・低温などの広範な条件で有利である。

① 土壌の pH，水分について

1) 酸性側でNH4-Nの生育阻害は出やすい。(トマ

ト，レタス，ハクサイ，タバコ)(第 1表〉

2) NOa-Nの吸収に適するpH土壌の範囲はNH4-N

の場合より可なり広い。 (NightingaleG.T. '37)* 

3) 土壌の通気が乏しい酸素欠乏の土壌条件で， N02 

-Nは酸素源として有利である。 (Haas，A. R. C， '37， 

住: *Potassium Nitrate in Crop Nutrition所載の文献

の著者と年次

と 科 第三種郵便物認可 (5) 学

第 1表 pH6.0および 4，0における lmMNH4-N 

と， NOa-Nに対する各種作物の生育反応

(pH6.0・NOa-Nの生育量に対する指数〉

pH 6.0 pH 4.0 

作物種

N比一N N03-N NH.-N 

ピ 一 ト 61 32 17( 53) 
.マ ト 93 70 28( 40) 

キュウリ 55 71 42( 59) 

レ タ .A 127 72 50( 69) 

ハクサイ 60 88 33( 38) 
タ. イ ズ 80 95 59( 62) 

タ ノ、. コ 43 105 9( 9) 

トウモロコシ 97 117 88( 75) 

イ ネ 123 97 119( 123) 

( )内の数値はpH4.0・N03-N区K対する指数

Shive. '41， Gilbart， '42' '45， 4編〉

② 作物の種苗期，完熟期について

1) 幼苗期(ミツパ〉ほどアンモニア害は出やすい。

2) 播種時~発芽直後の幼苗期のNH4-N区はトマト，

キュウリ， コカブ，カンランへの害作用が著しい。

3) 植物が完熟するのにNH4-Nより NOa-Nをより

好む性質がある。 (Prince，A.L. '22， Jones C.D.， '26， 

Nafte1. ].A. '31， Session， A.C. '33 4編〉

③ 気象の高・低温について

1) NH4 と NOaの優劣は15~200C の低温ではNOaが良

く，低温ではアンモニア障害とKの吸収減が出やすい。

(ダイコン， ハクサイ>ライグラス， トウモロコ、ン，ジ

ャガイモ〉

2) NH4の害作用は，夏， 秋作のほうが冬作よりも早

く現れ，進行も急激である。

3. NOa-Nは生育相が良く，異常気象にも強い。

① NOa-NはNH4-Nよりも根部の生長をおさえる

ことがないので，生育，根張りが良く，地上部/地下部

比率も低い。(エンパク〉

② 硝酸系肥料にくらべ，アンモニア系肥料を施用する

と，全般にキャベツの発育は劣り，特に施肥部周辺では

根の発達が抑制される現象が見られた。施肥部附近では

施肥部を中心に高濃度から低濃度まで広範囲に肥料は分

布している。(第2図〉

③ NH4がN源のときは， 日照等に左右されずにアミ

ノ|酸や蛋白になり，葉面積が大きくなり，いわゆる過繁

茂となるが， NOaの場合は与えられた光の強さに応じ

て還元されて NH4になり，光の強さに応じただけの葉

面積が作られ過繁茂となることは少ない。 NOa-Nが

良い理由は， NH4で、の過繁茂，有毒性と， NOaの貯蔵，
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第2図 施肥位置と土壌中の無機窒素の分布(森崎ら・ 1985)
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×印が施肥位置を，マ印はキャベツ株元をしめす。

適時有効化による。 桔抗的に阻害し，他の陽イオンの吸収は NH4の吸収を

④冬や温室など貧弱な照明状態の下では， NH4の施 阻害する。この例として， N03-Nを窒素源とする場

用は暗緑色，多汁で植物組織内のリグ二人セルローズ 合， Ca， Mg等の吸収は促進され，逆に Mgを多用する

も少い生育となり，比較的小さな果実(リンゴ， トマト〉 とNHa-Nの吸収は阻害される。

を生産する。 (Tiedjens，V.A. '31， Nightingale G.T. '28. ⑤ NOa-N施用にくらべNH4-N施用では，テンサ

Tiedjens， V.A. '34) イ葉のP吸収は大きいが， K，Ca， Mgの吸収は少ない。

4. N03-Nは K，Ca， Mgの吸収を増加させ， 品質 ⑥ 陽イオンとしてのNH4+は他の Ca，Mg， K等の陽

が良くなる。 イオンの吸収に対して桔抗的であり，植物体中のそれら

① アンモニア過剰でK，Ca， Mgの吸収不足が起きや の含有率を減少させる。これと反対にNOa-は相乗作用

すい。(第2表〉 であり， Ca， Mg， K 等陽イオンの吸収を促進する。

② コカブのCa，Mg吸収量は NaNOa>NH4NOa> (Arnon， D.I， '39， Holley， K.T， '43) 

(NH4)2S 04の順で、ある。 5. NOa-Nは光合成， 呼吸の両面で植生によい。

③ N03の場合 K，Ca， Mg， Mnの吸収は増加したが ① NHo一-Nはほとんど根でアミノ酸へと有機化さ

NH4はこれらに対し桔抗作用があった。一方， N03一 れ，地上部へ移行するが， NOa-Nは一部は根で， 他

NはPと拾抗作用があった。 の主要部は地上，その内でも緑葉部などであらゆる部位

④ 他の陰イオンの吸収は電気的に NOa-Nの吸収を Moを含んだ硝酸還元酵素で NH4-Nに還元され，ア

第2表野葉の葉中 P，K， Ca， Mg濃度に及ぼすチッソ形態の影響 ミノ基へと移行する。

② NH4-Nの植物はNOa-Nの植

物にくらべて，多量の遊離のNH4一一N

を含むほか，アマイド態窒素，アミノ

態窒素など含窒素成分，還元糖，非還

元糖，および澱粉などの炭水化物の含

有率は高く，グルタミン，アルギニン

等遊離アミノ酸及びアミノ化合物は異

常に集積し体内代謝を撹乱する要因と

考えられ，他方， ATPを生成する呼

吸基質であり，各種アミノ酸，脂質合

成の基質でもあり， 体内 pH維持のた

めの緩衝系の役割も果す重要な有機酸

含量は著しく低く，アンモニア障害の

一因と考えられる。 NH4の過剰は，

チッソ形態 キュウ 1) トマト ν タス キャベツ ホウレンソウ コカブ

0.68 0.58 0.74 0.54 0.58 0.63 

p 硝(寧rrtア1ン)モニア 0.77 0.70 0.88 0.59 0.69 0.73 

アンモニア 0.81 0.81 0.93 0.76 1.10 0.85 

2.96 3.92 6.96 6.66 8.8 0 6.50 

K 硝(酸1+:ア1ン)モニア 2.50 3.78 5.58 6.34 7.58 6.00 

アンモニプ 2.16 3.16 4.94 4.94 4.54 5.16 I 

3.86 2.82 0.77 3.44 1.06 2.54 

Ca 硝(酸1+:ア1ン)モニア 1.88 1.92 0.61 2.76 0.67 1.82 

アンモニア 1.18 1.02 0.45 1.86 0.4 2 1.05 

0.87 0.74 0.36 0.52 1.30 0.46 

Ms 硝(酸1+:ア1ン)モニア 0.51 0.48 0.37 0.47 1.23 0.34 

アンモニア 0.35 0.37 0.34 0.37 0.37 0.26 
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Noa -Nの優位性が認められる。しかし実際の場合，

Nの単用は非現実的である。

④ フザリウム， リゾクトニア，アフアノミセス菌など

窒素形態の相違とトマトの尻腐れ果発生率

区

実ぜず

12345 12345 12345 12345 12345後期

1 2 34  5 前期

による根ぐされ病はNOa-Nで減少，

する。

⑤ ハグサイ黄化病は NOa-Nを含む硝酸石灰や硝安

の施用で減少する。

⑥ セロリーの褐色芯ぐされ病は NH4-Nで発生を促

進するが， NOa-Nではそれをしない。 (M.Bareket) 

⑦ テンサイの褐班病は KNOaの噴霧で抑制に役立

つ。 (MiroslavaP.， S. '61) 

8. NOa-Nは草本性植物で特に有利のようである。

① 木本性植物は溢泌液中に NOa-Nは認められず，

根で還元されて有機態Nとなり地上へ転流される。これ

に対し，草木性植物の溢泌液は NOa-Nが大部分で有

機態窒素はわずかしかないものから，その逆のものまで

広いプラント・スペクトラムを示している6 これは根の

硝酸還元酵素活性の強さを反映しており， NH4-Nと

N03-Nへの噌好性の要因のーっと思われる。(第4

図〉

9. 燐硝安加里など硝酸系肥料は NOa-N:NH4-N 

比等から，畑作物・野菜花き用肥料として理想的な肥料

である。

① 充分量のNOa-Nと少量のNH4-Nの共存がだい

じである。

② エンバグに対しNH4-Nは栄養生長期に， NOa-

Nは生殖生長期に有利なN源である。

③ 野菜・花きに用いられる培養液は~ NOaとNH4の

併用で良くなることが多く，しかも10:1程度でNOa-

Nが多い培養液がョ -pッパでは実用化されている。

④ 生理的アルカリ性肥料の NOa-Nと生理的酸性肥

料の NH4-Nを，ある割合で混ぜ、て施用することが必

NH4-Nで増大

ATPサイクルで、の呼吸への阻害作用もあり，光合成と

の両面で阻害的に影響するものと考えられる。

③ アンモニアの過剰吸収がもたらす悪影響の原因とし

ては，遊離のアンモニアのほか，ア 第 3図

ンモニアの同化の過程で生ずる種々 ¢ 
100 

の有機態窒素のあるものによる生理
90 

的障害(アンモニアほど強くはない

としても)が考えられる。

④ 吸収された窒素の単位当たり蛋

白生成は，アンモニウムよりも硝酸

による方が大きい。 (Buchner，A.， 

52)また，硝酸栄養は光合成(C02

の取り込みと 02の放出〉をより高

率とし，有機酸含量(穆酸，マレイ

ン酸， グエン酸〉をより多くするこ

ととなる。 (Clark， H. E， '36， 

Barker， A.V.， '63，等 4編〉

⑤ 植物体中の有機酸や有機陰イオン含量は，全陽イオ

ン :Cと，全陰イオン :Aの聞の差と等しい。(植物に

よる両イオンの吸収は同じでなく，陰イオンより多くの

陽イオンが吸収される。〉即ち，

C-A=有機酸の陰イオンとなる。

植物体中の有機陰イオンは先ずK+で中和される。 NHa

の吸収は CC-A)値を低下させ，硝酸の吸収は (C-

A)値を高め，有機酸の正常値を保証し， K，Ca，Mg等

陽イオンの吸収を活発にする。 (DeWit， C.T. et al， '47， 

第 4編)

6. N03-NはNH4~N等による障害も抑制し，

させる O

① NOa--NはNH4-Nの害作用を抑制，回復させる。

② NH4-Nが組織内で未同化のまま残留蓄積して，

生理障害をひき起す危険性は NOa-Nを吸収する場合

は少ないと考えられ， これは窒素源としての NOa-N

の有利な点であろう。

③ 塩化物による被害は NH4-Nにより一層増大する

が， NOa一一N によりいくらか軽減される。 (Harvard，

M.E.， et al， '56) 

7. NOa-Nは作物の病害を少なくする。

① トマトの尻ぐされは NOa-N培養液では!日なかっ

た。(第 3図〉

② トマトは尻くやされのため， NH4-Nを含まぬ場合

がよく，開花期以後はN:Kは 1:2以上がよし、。

@ キュウリ班点細菌病はNOa-N単用よりもNH4-

Nと混用で発病率は高まる。しかし，気象条件が適温，

高湿で発病に最適のときは両処理聞に差はなく発病し，

発病に不適のときも両者に差はなく，中間の条件でNOa
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第 4図 溢泌液中の窒素の存在形態の植物の種類によ

る違い (Pate，1973) 
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溢泌液中の各種形応の窒素の存在割合(%)

要である。(但野， P 136) 

⑤ 土壌中での硝酸化成能は i)低温， u)低・高湿度，

温〉酸性， iv)高塩分， v)通気性不良， vi)土壌くん

蒸(消毒)，の各状態で停止または遅延する。この状態

は，各作について転換畑や集約的野菜・花き・果樹栽培

地で日常的に起こっている。この様な多様の状態下で

NOa-N比率の高い硝酸系肥料の優位性は高い。

(Morris， H.D， '63，等 6編)(第 5図〉

⑥ 燐硝安加里等硝酸系の各銘柄の肥料は NOa-N:

NH4-N比だけでなく， N: p: K比及び副成分とし

て入る Ca，Sの含有率についても，作物吸収量に類似

した形で、含まれており，不必要な残存成分を全く含まな

い理想的肥料である。

10. 酸性化， 生育障害， 資源の面から将来は硝酸系肥

料の方向へ.ノ

①土壌の酸性化，作物への障害汽 資源の浪費の各観

点から， S 04や Csなど肥料の副成分の問題は再検討

第 5図温度と硝化作用

(石沢，土壌肥料講座 Iより〉

ppm 
N03-N 

180 

120 

60 

1 2 3 4 5 6 7(週)

と
升
沖
1

4
3
q
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されるべきであろう。

② 成分含有率の高い複合肥料は低いものに較べて一般

に土壌溶液濃度を高めないから，複合肥料の高度化は濃

度障害を回避する立場からは好ましい傾向といえよう。

注:*次の11を参照

11， 施肥残存成分の植生等への影響

3) CsやS04等のイオンに特に敏感な作物の場合

② 残存塩化物 (Cs一〉の特有な作用

1) Csはその濃度に比例して植物体内の穆透圧を増

大させ，余分な Csは濃度に正比例して生育を抑制す

る。 (Eaton，F .M. '42) 

2) Csに鋭敏な作物(U.S.D.A.handbook 60， '63) 

サクランボ，モモ， プラム， リンゴ，アボガド，タノミ

コ，カンキツ，ジャガイモ，ブドウ，ベカン。

3) Csi土発芽，苗床生育にも影響し，タバコ，ジャガ

イモや集約栽培のトマト等では品質にも影響する。タバ

コでは喫煙性を悪くする。ジャガイモでは澱粉，乾物含

量が減少する。 (Attoe，0.， J. '46， Cawie， G.A. '43) 

4) . .Cs.による被害はNH4-Nvこより一層増大する。

一方NOa-Nは被害をやや軽減する。 (Harvard，M.E.， 

et al， '56) 

③ 残存硫酸根 (S04-)の特有な作用

1) 余分な S04は土壌溶液の S04濃度に比例して植

物体に集積し，体内の穆透圧を高める。(Eaton，F.M.， '42) 

2) S 04の過剰は， Caの吸収阻害と Na，Kの吸収増

加，即ち植物体内のカチオンバランスの混乱をまねく。

(U.S.D.A. Handbook 60， '63) 

3) S 04の過剰は水分消費， 植物重量，地上部/地

下部比を減少させる。

テンサイ，ジャガイモ，ワタの S04の濃度増大によ

る減収は，葉に症状が出る前にでも起る。 (EatonF.M. 

'42) 

4) タバコで、は過剰のS04で、燃焼性は低下し， (Myher， 

DL， '56， Neas， 1 '53， Wedin， W.F.， '58， 3編)，ジャ

ガイモでは収量と澱粉含量が減少する。 (Wilcox，G '61) 

5) 同じ惨透圧でのトマトの生育低下は K2S04>KCs

>KNOaの11原で， NH4により強められた。 (Myher，'56) 


